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【研究の背景・目的】 
我々は、これまで液晶性薄膜を中心とした界面

での光形態制御や配向現象について系統的な知見
を蓄積してきたが、いずれも膜形態は巨視的なも
のを用いてきた。本研究では、二次元方向にも極
微界面の規制を加えたメソスケールの膜系の検討
を発案する。具体的には、サブフェムトトリット
ルの超微量液滴から得る高分子ブレンド膜、ブロ
ック共重合体膜、有機無機ハイブリッド膜の構造
や物性の諸特性の解明と展開、および表面リンク
ル現象の光制御に関する新たな高分子機能化学の
創成を行う。高度に次元規制を受けた膜状態から
いかなる自己集合現象を示すかについて詳細かつ
系統的な理解を得るとともに、その現象に基づく
階層構造を有する新たな光応答システムの構築を
目指す。 
 

【研究の方法】 
本研究では、近年開発されたサブフェムトリッ

トルの超微量液滴の塗布による 1μm 径以下の解

像度のドット形成あるいは描画・立体形成に基づ

く、新たな光機能表面と構造体の構築を目指す。

基板表面には加工をせず、物質そのものを微小サ

イズにすることによる自己集合化や組織化挙動を

観測する。超薄膜状態において高分子が特異な挙

動を示すことが知られているが、ここでは、さら

に平面方向にも制限を加え、相分離の特性サイズ

以下あるいはそれに匹敵する領域で、高分子ブレ

ンドやブロック共重合体がいかなる挙動を示すか

 一方、弾性率

に着目する。 

の高い皮膜を有するエラストマー

【 れる成果と意義】 
てきた、分子の光配向

や

 
当該研究課題と関連の深い論文・著書】 

Motions in 

al 

2. ted smart responses in 

 
【 間と研究経費】 

年度 

【 ページ等】 
hem.nagoya-u.ac.jp/06-BS-2

nagoya-u.ac.jp の変形で生じるリンクル形成にも着手する。従来、

皮膜は特に グループで蓄積してきたアゾベンゼ

ン系光応答高分子膜の知見に基づき、光による弾

性変調とレリーフ形成（膜厚変調）させたアゾベ

ンゼン高分子膜をスキン層としてエラストマーに

のせ、表面リンクル（シワ）形成現象の光制御と

いう新たな研究を発案する。 

 
期待さ
巨視的なレベルで実証し
レリーフ形成に関して、メソスコピック領域で

の規制を加える新たなアプローチであり、自己組
織化高分子における新規な学問領域を開拓できる
ものと期待される。また、こうした自己組織化挙
動の知見に基づき、応答性のアゾベンゼン高分子
を系沖に組み込むことにより、高精度で俊敏に動
く光メカニカル応答などの新たな光機能材料群の
創出も期待できる。 
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